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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞
· 深夜チーフにつくスタッフは、モーニングミーティング前に当直医に報告し、サインをもらうようにして下さい。

· 隔離入室体験終了スタッフは、早急にアンケート入力をして下さい。

· 栄養チームより

１月から栄養管理実地加算を算定していますが、現段階では不十分なため栄養チームで前年度から使用している栄養個人表を使っていきたいと思います。　作成した患者様からカルテ添付していきます。（添付場所：作業療法指示箋の次に添付）
＜患者様連絡事項＞

· 笹山　吉郎様～Ｍ－Ｔの固定が鼻腔の上に向けて圧迫されていた為、潰瘍形成となって

　います。しばらくは右鼻腔から挿入し、固定方法を工夫しましょう。

　口腔内の保湿、ケアを徹底していきましょう。

　

· 水梨　正一様～血液検査データより栄養状態不良が伺われます。また、水梨様に限らず

ミキサートロミ食の患者様がこのような傾向がみられています。

（栄養士に確認した所、量、カロリー数は普通食の方と同じとの事）

現在考えられる事として、高カロリーの補食（栄養補助食など）があげられます。今後、栄養士、医師も含めどのような対応が適切か検討していく事とします。

＜皮膚科診察結果・褥瘡状態評価＞

· 長根　斑男様～皮膚状態改善みられない為、副腎皮質ホルモン剤　２Ｔ　２×ndE

（本日夕～）５日分処方となっています。次回月曜日診察予定です。皮膚の状態観察、２次感染に注意して、対応していきましょう。

· 上田　正男様～皮膚状態改善みられず、臨時処方となっていた抗ヒスタミン剤に換わり

　副腎皮質ホルモン剤　４Ｔ　４×ndEで本日昼から２日分、引き続き３Ｔ　３×ndEで１６日夕から４日分処方となっています。皮膚状態の観察と共に、イライラ・行動の荒さに注意していきましょう。

· 永洞　恭子様～右顔面から頭部にかけての湿疹は帯状疱疹と診断、軟膏塗布指示あり。

　対応時の注意として、水痘既往歴がない方、

妊娠中の方は感染予防に十分注意して下さい。

· 竹内　セツ様～褥瘡部は、日によって浸出液・悪臭あり。日中ホールにはいますが、椅

子に座り居眠りしていること多いため、背もたれがあたっている事も

原因と考えられます。ブーメラン型クッションなどを利用し、圧迫を

避けるようにしていきましょう。

· 板垣　富蔵様～現在身体状態管理の為、観察室にて経過していますが、仙骨部に発赤・

表皮剥離みられてきています。体位変換・保清をしっかり行い、進行

を防ぎましょう。

＊次回皮膚科は２０日（火）西病棟の後に実施します。（２１日が祝日の為）

＜田名部Ｄｒより＞

· 永洞　恭子様～湿疹は帯状疱疹との事でした。今朝施行した血沈は１時間値35、２時

間値59と亢進あり、頭痛も続いている為、側頭動脈炎も視野に入れ、

経過観察していきます。解熱鎮痛剤が本日夕より３×ndE 　６日分臨

時処方となり、屯服薬で出ていた解熱鎮痛剤は指示止めとなっていま

す。また、食事摂取量も少ないため、経腸栄養剤が本日夕より１日3

本2日分臨時処方となっています。

湿疹状態、血圧測定・食事・水分摂取量など観察していきましょう。

· 山内　公博様～御家族より適切な環境での治療をして欲しいと希望あり。（２Ｆではな

く１Ｆで）今後の方針を含め、家族面談を設定していく事とします。

担当スタッフは、御家族へ日程の確認をしていきましょう。







